



































































その後 ILAS-II は、ADEOS-II が太陽電池パドル
の不具合で運用を停止する2003年10月末ま
での約7ヶ月間の観測を行い、貴重なデータを
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図6 ADEOS-II衛星打上げ [JAXA提供] 
 
図7 ILAS-IIが観測したオゾン高度分布 図8 ILAS-IIが観測した硝酸高度分布 
図9  ILAS-IIサイエンスチームミーティングの 
　　 オープニングスピーチ 
図10 ILAS-IIサイエンスチームミーティング　 


























図1 産学連携の課題と連携講座の使命 図2 製鉄プロセスを活用した社会から排出される廃棄物の再資源化技 
　　術の例 
＊1：ASRはAutomobile Shredder Residueの略で、粉砕された自動車から鉄などを回収 
した後、産業廃棄物として捨てられるプラスチックやガラス、ゴムなどの破片 
＊2：日本語では回転炉床式炉といい、ダストやスラッジ中の金属を還元するためペレット状に 







































































































































































367号 ,p.64, 2002 
2)「製鋼工場（連続鋳造プロセス）」の図」：
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NEWS LETTER
4連載 
浅野　裕一 
　池田末利氏『中国古代宗教史研究』は鬼について、「鬼とは鬼頭を蒙っ
た人の義であって、蓋し上代においては、死人の鬼頭を被り、死人そ
の人に擬したものと考えられる。これが鬼之爲言歸也の解の生ずる所
以である。鬼頭を被った人は死人の帰来したものにほかならぬからで
あろう。」との解釈を提示するが、正鵠を得ているであろう。 
　『墨子』明鬼下篇は、鬼神の実在を証明しようとする論文であるが、
その中で墨家は、鬼神を次の三種類に分類している。 
　墨子先生は言われた。今も昔も鬼は以下の三種類だけである。天界
に住む鬼がいる。また山や川や湖に住む鬼がいる。また人が死んでなっ
た鬼がいる。 
 もっとも明鬼下篇が鬼神の実在を示す具体例として挙げるのは、ほと
んど「人の死して鬼と為る者」、すなわち現世に帰来した死者に限られ
ている。以下にその代表的な事例を紹介してみよう。 
（１）周の宣王は臣下の杜伯を死罪としたが、それは無実の罪であった。
そこで杜伯は次のように復讐を誓った。わが主君は私を処刑しようとし
ているが、私は無罪である。もし死者には知覚する霊魂がないのであ
れば、それまでだ。だがもし死後も知覚があるのならば、三年以内に、
必ずやわが君に死者の怨念を思い知らせてやろうと。三年目のある日、
周の宣王は諸侯を集め、（鄭国の大沢である）圃田で大規模な狩りを
催した。（総勢は）戦車が数百台、お供の者が数千人で、狩り野は人
であふれた。その真っ昼間に、杜伯は白馬に牽かせた白木造りの戦車
に乗って、突然姿を現わした。朱色の衣服をまとい、朱色の冠を被り、
朱塗りの弓を手に取り、朱塗りの矢を小脇に挟んで、周の宣王を追い
かけ、車上の宣王を狙撃した。杜伯の放った矢は、宣王の心臓に命中
し、さらに背骨までも打ち砕いた。 
（２）昔、燕の簡公は臣下の荘子儀を死罪としたが、それは無実の罪で
あった。そこで荘子儀は、こういい残した。わが君は私を処刑しようと
しているが、私は無罪である。もし死人には知覚がないのであれば、
それまでの話だ。だがもし死人にも知覚があるのなら、三年以内に、きっ
とわが主君にこの怨みを思い知らせてやろうと。その一年後、おりしも
燕国では、君主が祖先神を祭祀するために祖廟に馳せ参じる行事が行
われようとしていた。そのとき荘子儀が現れ、朱塗りの杖を振るって簡
公を撃ち殺し、簡公は車上に倒れ伏した。この時、簡公につき従って
いた燕国の人々で、この事件を目撃しなかった者はなく、遠く離れて
いた人々でも、事件の物音を聞かない者はいな
かった。 
（３）昔、宋の君主が文君・鮑であった時代、観
辜という臣下がいた。祝官としてたたりをする
悪鬼の祭祀に従事していたところ、悪鬼が乗り移っ
た巫子が、船の舵を杖替わりについて現れ、悪
鬼の言葉を告げた。巫子は舵を振り上げて観辜
を撃ち殺し、壇上に倒した。この時、祭りに参
加していた宋国の人々で、この事件を目撃しなかっ
た者はなく、遠い場所にいた人々でも、事件の
物音を聞かない者はいなかった。 
（４）昔、斉の荘君の臣下に、王里国と中里徼と
いう者がいた。この二人は訴訟で争っていたが決め手がなく、三年経っ
ても判決が下せなかった。困った斉君は、そこで二人に費用を負担させ、
一頭の羊を供えさせた上で、斉国の神社で自分は真実を述べていると
誓わせることにした。二人は承諾した。小さな溝を掘り、羊を切ってそ
の血を溝に注いだ。そうしてから王里国は誓いの文章を読み上げた。
続いて中里徼が誓いの文章を読み上げ始めたが、半分も行かないうち
に、死んだはずの羊が立ち上がって、中里徼を角で突き、その脚を折っ
た。すると神社に祭られている?神が走り寄って中里徼を撃ち殺し、
彼を誓いの場に倒した。この時、その場に集まっていた斉の人々で、
事件を目撃しなかった者はなく、離れた場所にいた人々も、騒ぎを聞
かない者はいなかった。 
（５）昔、秦の穆公は、ある日の真っ昼間、祖先神を祭る宗廟の中にい
た。そのとき神が門から中へ入ってきて、（神から見て）左側（穆公か
ら見て上位の右側の位置）へまわり込んだ。その神の姿は、顔は人間
のようだが身体は鳥のようであり、純白の服の裾は三方（左右の足と尾）
に割れており、顔面は真四角であった。秦の穆公は、その異様な姿を
見て恐怖心に襲われ、走って逃げようとした。すると神はこう言われた。
恐れる必要はない。天帝におかせられては、お前の常日頃の明徳を大
層喜ばれ、この私を天からお遣わしになったのじゃと。そこで秦の穆公
は、深々と二度お辞儀をし、額を床にこすり付けて申し上げた。なに
とぞ神様のお名前を伺わせてくださいと。すると神は、わしの名は句
芒じゃと仰せられたのである。 
　これらの諸例中、（１）と（２）は、無実の罪で刑死した臣下が現世
に帰来し、主君に復讐するもので、この場合の鬼神は、まさしく死者
の再来にほかならない。（３）は、子孫による祭祀が絶えた死者の霊（_
鬼・悪鬼）が祭祀の手抜きを怒り、?子なる巫祝に乗り移って、責任
者を撃ち殺した例で、直接に自己の形態を現さぬものの、やはり死者
が鬼神になった点に変わりはない。（４）は、民事訴訟に関わる話である。
虚偽の詛盟を告げた姦人を、斉の国社に祀られている?神が社前で撃
ち殺したという。この場合の鬼神も、同様に死者の再来である。（５）
は少し異質で、地上に降臨してきた天帝の使者であり、「天鬼」に該当
する鬼神である。 
　このように『墨子』明鬼下篇には、死者がそのまま帰来したものや、
霊媒に宿る無形の死者の霊、死者とは一応切り離された有形・無形の
神霊など、各種の鬼神が登場するが、「鬼神の明は、幽間、広沢、山林、
深谷と為すべからす。鬼神
の明は必ず之を知る。鬼
神の罰は、富貴、衆強、
勇力、強武、堅甲、利兵
と為すべからず。鬼神の罰
は必ず之に勝つ」と力説さ
れるように、それらはすべ
て人智を超越した威力を保
持しており、万人が畏怖す
べき神秘的対象であった。 
 
 
